

















　 こ の 包 括 利 益 を 表 示 す る た め の 制 度 化 の 流 れ
は，1990年 代 よ り 始 ま る。 そ し て， 近 年 で は， ア
メ リ カ の 財 務 会 計 基 準 審 議 会（Financial Accounting 
Standards Board；以下 FASB）と国際会計基準審議会
（International Standards Board； 以 下 IASB） の 共 同
プロジェクトの一つである「財務諸表の表示」プロ
ジ ェ ク ト の 結 果 と し て，2011年 ６ 月16日 に，FASB
は， 会 計 基 準 更 新 書（Accounting Standards Update）
第2011-05号『Topic220包 括 利 益： 包 括 利 益 の 表 示
（Comprehensive Income (Topic 220)：Presentation 
of Comprehensive Income）』（ASU No.2011-05） を，
IASB は， 国 際 財 務 報 告 基 準（International Financial 
Reporting Standards；以下 IFRS）『その他の包括利益
項目の表示－ IAS 第１号の改訂（Presentation of Items 




の見直し（Discussion Paper “A Review of the Conceptual 
























Problems of the Creation Process and Structure of the
Statement of Comprehensive Income



















































（Statement of Financial Accounting Concepts；以下SFAC）









準（International Accounting Standards； 以 下，IAS）





















　FASB は，1997年 に 財 務 会 計 基 準 書（Statement of 











フ レ ー ム ワ ー ク（Framework for the Preparation and 























































































生じる未実現保有損益，および年金または退職後給付に関連する利得および損失」（ASU No.2011-05, par. 220-10-45-10A）をあげ
ており， IFRS では，「為替差額（IAS No.21, par. 30），キャッシュ・フロー・ヘッジ手段に係る利得又は損失（IAS No.39, par. 95），
再評価剰余金の変動額（IAS No.16, par.39 および IAS No.38, par. 85），確定給付制度における数理計算上の差額（IAS No.19, par. 
BC65），資本性金融商品への投資の利得又は損失（IFRS No.9, par. 5.7.4, par. 5.7.5），純損益を通じて公正価値で測定すると指定さ












































持分変動勘定   
           
            
            































　その後，2004年より FASB と IASB は，共同プロジェ
クトを開始し，包括利益の表示の様式についても，統
一 を 図 っ た。 そ の 結 果，2011年 に，FASB は，ASU 








  ＜財産（運用形態）＞ ＜持分（調達源泉）＞    
    他人持分    
  資産 負債    
       
       
              
    所有主持分    
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12/31 （借） 売 上 50 （貸） 包 括 損 益 70
外 貨 為 替 益 5
有価証券評価益 15
12/31 （借） 包 括 損 益 38 （貸） 仕 入 24
そ の 他 の 費 用 11
最少年金負債調整額 3
12/31 （借） 包 括 損 益 32 （貸） 当 期 利 潤 32
　さらに，上記の仕訳により作成される包括損益勘定と包括利益計算書を示せば，図2-5のようになるであろう。
　次に，包括利益計算書（２計算書方式）の作成のための仕訳を示せば次のようになるであろう。
12/31 （借） 売 上 50 （貸） 損 益 50
12/31 （借） 損 益 35 （貸） 仕 入 24
そ の 他 の 費 用 11
12/31 （借） 損 益 15 （貸） 包 括 損 益 15
12/31 （借） 外 貨 為 替 益 5 （貸） 包 括 損 益 20
有価証券評価益 15
12/31 （借） 包 括 損 益 3 （貸） 最少年金負債調整額 3








図 2-5 包括損益を計算する勘定と包括利益計算書（1 計算書方式） 
 包 括 損 益   
 仕 入 24 売 上 50  
 そ の 他 費 用 11 外 貨 為 替 益 5  
 最小年金負債調整額 3 有 価 証 券 評 価 益 15  
 当 期 利 潤 32    
  70   70  
 
 包括利益計算書  
 売 上 原 価 24 売 上 50  
 そ の 他 費 用 11 外 貨 為 替 益 5  
 最小年金負債調整額 3 有 価 証 券 評 価 益 15  
 当 期 包 括 利 益 32    
  70   70  
 
 包括利益計算書（2 区分式） 
 売 上 原 価 24 売 上 50
 そ の 他 費 用 11    
 当 期 純 利 益 15    
  50    50
 最小年金負債調整額 3 当 期 純 利 益 15
 当 期 包 括 利 益 32 外 貨 為 替 損 5
    有 価 証 券 評 価 益 15
   35   35



















図 2-6 包括損益を計算する勘定と包括利益計算書（2 計算書方式） 
 損 益  
 仕 入 24 売 上 50  
 そ の 他 費 用 11     
 そ の 他 の 包 括 損 益 15     
  50    50  
 
 包 括 損 益   
 最小年金負債調整額 3 損 益 15  
 当 期 利 潤 32 外 貨 為 替 益 5  
    有 価 証 券 評 価 益 15  
   35   35  
 
 損益計算書  
 売 上 原 価 24 売 上 50  
 そ の 他 費 用 11     
 当 期 純 利 益 15     
  50    50  
 
 包括利益計算書  
 最小年金負債調整額 3 当 期 純 利 益 15  
 当 期 包 括 利 益 32 外 貨 為 替 益 5  
    有 価 証 券 評 価 益 15  
   35   35  
（FASB 2011，pp.16-21 を参考に岸川が作成） 
 













































　このリサイクリングについては，ASB の FAS No.3
や ア メ リ カ の 国 際 会 計 基 準 委 員 会（International 















































　（借）その他有価証券 100 （貸）現金 100
12/31（決算時）





















　（借）その他有価証券評価差額金 10 （貸）その他有価証券 10
12/31（決算時）





図 2-6 包括損益を計算する勘定と包括利益計算書（2 計算書方式） 
 損 益  
 仕 入 24 売 上 50  
 そ の 他 費 用 11     
 そ の 他 の 包 括 損 益 15     
  50    50  
 
 包 括 損 益   
 最小年金負債調整額 3 損 益 15  
 当 期 利 潤 32 外 貨 為 替 益 5  
    有 価 証 券 評 価 益 15  
   35   35  
 
 損益計算書  
 売 上 原 価 24 売 上 50  
 そ の 他 費 用 11     
 当 期 純 利 益 15     
  50    50  
 
 包括利益計算書  
 最小年金負債調整額 3 損 益 15  
 当 期 包 括 利 益 32 外 貨 為 替 益 5  
    有 価 証 券 評 価 益 15  
   35   35  
（FASB 2011，pp.16-21 を参考に岸川が作成） 
 


































































　（借）その他有価証券評価差額金 25 （貸）その他有価証券 25
5/31（売却時）
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